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我々はこれまでに、放射線測定スペクトルが複数の核種スペクトルの線形和で表せるという第 1 原理を用

いたスペクトル定量法（Spectral Determination Method、以下 SDM 法と呼ぶ）[1] を、液体シンチレーショ

ンスペクトルおよびγ線スペクトルに、独立に適用し、その有効性を実証した。今回、この 2 つを統合し

たスペクトルデータを統一的に解析する新たな SDM 法を開発したので、その結果を報告する。 
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1. 緒言 

中重領域放射性核種はβ線、γ線のみを放出するβ、γ核種と、両方放出するβγ核種、X 線を放出す

る EC 核種に大別される。液体シンチレーションカウンタ（LSC）により測定したβ線、Ｘ線スペクトルと、

Ge 半導体検出器で測定したγ線スペクトルは、従来個別に解析してきたが、これら２種類のスペクトルデ

ータを、新たに開発した SDM 法で一括解析することにより、定量の迅速化と高精度化が期待できる。 

 

2. 実験と解析 

実験は、㈱化研[2]への外注により、Perkin Elmer 社製 Tri-Carb 3110TR 型 LSC 装置を使用し、Cl-36, Sr-90, 

Cs-137 等の測定を行った。得られたスペクトルを基に、放射線シミュレーション計算を行い、Mn-54 の LSC

スペクトルデータを得た。また、AMETEK 社製 GMX40P4 型 Ge 半導体検出器を用いて、以上のγ核種

のγ線スペクトルデータを実測した。これらの LSC,γ線スペクトルから、Cs-137, Sr-90 が 104 Bq 存在する

中で、100, 10, 1%強度の Cl-36 および Mn-54 を含むγ線スペクトルを合成し、それらの SDM 解析を行った。 

 

3. 結果と結論 

SDM 解析による Cl-36 および Mn-54 の定量結果を表 1 にまとめた。ここで、LSC, γ線スペクトル解析

結果を各々B, G で、統合解析結果を BG で表わした。β核種 Cl-36 は B 値、γ核種 Mn-54 は G 値の精度が

優れている。前者より後者の精度が良いのは、両者のエネルギー分解能の違いによるものと解釈される。

しかし、BG 値はそれらよりも精度が勝り、β、γ両核種への適用性から、この定量法の有効性が示された。 

表 1 SDM 法解析結果（Output/Input は合成スペクトルの設定値に対する SDM 解析値の比を、括弧内は誤差を表す。 

Nuclide Cl-36（β核種） Mn-54（γ核種） 
Concentration Output/Input(BG) Output/Input(B) Output/Input(G) Output/Input(BG) Output/Input(B) Output/Input(G) 

1 0.999 (1) 1.004 (7) 0.2 (24) 1.000 (1) 1.001 (8) 0.999 (1) 
0.1 0.995 (6) 1.01 (12) 0. 2 (95) 0.999 (1) 1.00 (10) 1.000 (1) 

0.01 1.04 (5) 1.01 (15) 27 (20) 0.999 (3) 0.82 (14) 0.996 (5) 
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